
小惑星探査機はやぶさ２はC型小惑星リュウグウを訪れ，表面探査をする
とともに5.4グラムの試料を表面の2ヶ所から採取しました。この試料は、
2020年12月に地球に投下され、回収・分析が進められています。
本講演では、現在までに公表された分析結果から、リュウグウの砂が語る
太陽系形成の歴史をお話しします。

JAXA
JAXA/会津大/神戸大

共催 ： 電気文化会館（中電不動産株式会社）

講 師 名古屋大学大学院環境学研究科教授
はやぶさ2プロジェクト・サイエンティスト

渡邊誠一郎
会 場 電気文化会館・５階イベントホール

※地下鉄「伏見」駅４番出口から東へ徒歩２分

※会場は「栄中日文化センター（久屋中日ビル）」

ではありません。ご注意ください。

日 時 ９月１８日（日） １０：００～１１：３０

受講料 ３,３００円（税込）




